
914 第48巻　日本公衛誌　第11号 平成13年11月15日

入浴設備における Legionella 属菌汚染

豊橋市内の高齢者用施設等について
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目的　高齢者用施設等の入浴設備におけるレジオネラ属菌の汚染度を知るために，アンケートに

よる施設の維持管理状況の把握，またその結果に基づく施設浴槽水の水質検査を実施した。

方法　豊橋市内の高齢者用施設等50施設に対し「入浴施設に関するアンケート」調査を行い，得

られた結果をもとに水質検査を実施した。水質検査は，気温・水温・遊離残留塩素濃度・濁

度・過マンガン酸カリウム消費量・大腸菌群数・レジオネラ属菌の7項目について行った。

水質検査実施項目のうち，レジオネラ属菌を除く6項目とレジオネラ属菌数との相関関係を

調べた。

結果　アンケートに対する各施設管理者の回答を集計した結果，50施設中48施設（96％）が浴槽

を所有しており，このうち循環式浴槽を設置している施設は14施設（29％）であった。この

14施設22検体を対象に水質検査を実施したところ，4施設8検体で Legionellapneumophila が検

出された。この8検体中7検体で大腸菌群が検出されたものの，大腸菌群数を含め水質検査

項目とレジオネラ属菌との間に相関関係は認められなかった。また，レジオネラ属菌陽性施

設では，遊離残留塩素は検出されなかった。

結論　高齢者用施設等に設置された循環式浴槽の浴槽水を検査したところ，8検体からレジオネ

ラ属菌が検出され，7検体から大腸菌群も検出された。そして，これらの検体からは遊離残

留塩素が検出されなかったことから，消毒の必要性が示唆された。また，アンケート結果よ

り，入浴施設は比較的小規模であるものが多く消毒の管理は比較的容易であると思われた。

このことより，施設管理者の責任において浴槽の適正な消毒を実施すれば，レジオネラ属菌

の発生はおおむね防止できるものと考えられる。
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